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(3) 大規模連系系統において複数モードが支配的となるケースに対して、非線形連成振動モデ、ルを用いた Hopf 分
岐特性の数値的解析手法を新たに考案している。本手法は、支配モードおよび相互作用を及ぼす準支配モード
が明確に特定でき、発電機との対応関係が明確になるケースに対して適用可能となっている。また、標準形へ
の変換の過程において除去できない高次の非線形項に寄与の大きい項を制限することで、連成振動モデ、ルにお
いて励磁系リミ突の効果を表現している。小規模なくし形連系系統に適用し、複数モードが寄与する動揺に対
して、 4 次非線形連成振動モデルを構成することにより、励磁系リミタの影響を含めた非線形動特性を良好に
評価できることが確認されている。
凶) 提案する非線形連成振動モデルを用いた解析手法を大規模な電気学会 WESTI0機系統およびWEST30機系統
モデ、ルに適用し、その評価を行っている。寄与率を用いた評価によって、対象とするモデ、ル系統においては系
統の両端と中央に位置する発電機が支配モードに対して最も寄与が大きくなることが明らかとなり、その結果
を基に非線形連成振動モデルを構成し、分岐特性の解析を行っている。シミュレーションによる検証の結果、
実規模の多機くし形連系系統において非線形性によって定まる系統の安定性評価における有効性を確認して
し、る。
以上のように、本論文は Hopf 分岐理論に基づく大規模連系系統の安定領域の解析において、系統動揺データを用
いた数値的な解析手法を提案し、モデ、ル系統を用いた効果の検証によって、安定領域評価における際だ、った効果の高
さを実証しており、電力系統工学の進展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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